




































































意味概念は、玄奘らを指す場合とかなり異なることになる。井筒が英語で表現したことを、野平氏は英語で解釈し日本語で表現する。禅が確立されたのは中国だから当然、 井筒は『碧巌録』など数々の漢籍を引き合いにだすし、日本の道元の書からも引用して英語で紹介している。そうした箇所は逐一、それらの原典に当たり漢文の場合はその訓読および原文を、和文 場合は原文を、訳註として、あるいは本文に併記 る形で補っている。つまり、漢文および和文の原文→井筒の英文意訳→日本訳と展開した原点
（原典）
に遡って正確性を図っているのであ




ind perceives no object, it rem
ains as pure  Aw
areness’ ［上
掲英文論集







































ary experience of R
eality, including even the abso-
lute ego, in its pure ‘is-ness’ is necessarily broken up into objectifi
ed 
pieces, Zen proposes to grasp M
an directly as an absolute selfhood 
prior to his being objectified into a ‘thing’. O





e hope to obtain a true im
age of M
an representing him
 as he re-
ally is, that is, in his real, im
m
ediate ‘is-ness’. ［上掲英文論集



















ぼ全ての論著を読破した上で、本書所収の七本の論文を井筒の諸業績のなかにしかと位置づけることに配慮している。研究者としての資質 高さ 伺うことが きる堅実さだが、そうした資質は、 『新しい意識




















































訳して、それで分かった気になっ 。だが、この「涅槃」を目指して様々な方途があみださ 、 「涅槃」を巡って無数の文献が著され続けてきた。仏典あるいは仏教関連書がすべてそ
　　　
二〇一四年は井筒の生誕百年にあたり、出身である慶応大学
の出版会から『井筒俊彦全集』全十二巻と別巻が刊行されつつあるが、同年に本書が世に送られた意義、そして野平氏の功績も看過されてはな い。ふと気づいたが、今日平成二七年一月七日は、井筒の第二三回忌祥月命日だ。井筒もにんまり北叟笑んでいることだろう。                                                                                                  （水野善文）
のためのものであると言っ もいいだろう。究極の境地をひとつの言葉で表現することの不可能性、だからこその、言葉で表現することの無限 可能性 れを感じさせ くれた が本書である。
